
　

定
住
化
の
促
進
は
、
相
続
や
贈
与

で
取
得
し
た
土
地
に
建
築
さ
れ
た
方

な
ど
も
助
成
対
象
に
拡
充
し
た
「
白

石
市
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
事
業
」

や
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
情
報
を
発

信
し
、
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
る
方
だ

け
で
は
な
く
、
市
内
に
住
み
続
け
た

い
と
い
う
方
へ
の
支
援
を
通
し
て
、

定
住
化
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

ま
す
。

　

雇
用
の
創
出
は
、
一
定
の
要
件
を

も
と
に
被
災
求
職
者
を
雇
い
入
れ
た

事
業
主
に
対
し
て
、
賃
金
な
ど
の
雇

用
に
係
る
費
用
の
一
部
を
３
年
間
助

成
す
る
「
白
石
市
事
業
復
興
型
雇
用

創
出
事
業
」
を
継
続
し
、
安
定
的
な

雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
地
元

商
店
組
合
な
ど
が
行
う
中
心
商
店
街

活
性
化
事
業
に
助
成
金
を
交
付
す
る

な
ど
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
賑に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

農
林
業
の
振
興
は
、
米
政
策
の
大

転
換
を
政
府
が
打
ち
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、生
産
現
場
の
強
化
の
た
め
、

担
い
手
の
育
成
や
経
営
規
模
の
拡
大

を
通
じ
た
生
産
性
の
向
上
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
を
推
進
す

る
な
ど
、
県
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

機
関
と
連
携
し
、
生
産
現
場
と
の
調

整
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作

物
へ
の
被
害
が
拡
大
す
る
中
、「
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
」
を
本

年
度
も
実
施
し
、
個
体
数
調
整
を
図

り
ま
す
。
電
気
柵
な
ど
の
被
害
防
止

対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
解
体

施
設
を
建
設
す
る
こ
と
で
処
理
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

  

交
流
人
口
の
拡
大
は
、「
ま
る
ご

と
う
ー
め
ん
ま
つ
り
」
や
「
鎌
先
・

小
原
温
泉
共
通
湯
め
ぐ
り
手
形
」
な

ど
の
観
光
協
会
や
温
泉
旅
館
組
合
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
た

既
存
事
業
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め

と
し
た
旅
行
業
者
の
商
品
企
画
を
活

用
し
、
さ
ら
な
る
観
光
客
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
本
年
度
は
、
初
代
白
石
城
主

「
片
倉
小
十
郎
景
綱
公
」没
後
４
０
０

年
、
２
代
白
石
城
主
「
片
倉
小
十
郎

重
長
公
」
が
戦
勝
成
就
し
た
お
礼
と

し
て
京
都
愛
宕
山
に
絵
馬
を
奉
納
し

て
４
０
０
年
、
大
坂
夏
の
陣
か
ら

４
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。

　

さ
ら
に
、
白
石
城
開
門
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。
７
月
か
ら
９
月
ま
で
実

施
さ
れ
る
「
仙
台
・
宮
城
伊
達
な
旅
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美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ

安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

夏
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
５
」
に
合

わ
せ
、
歴
史
関
連
観
光
資
源
を
活
用

し
た
事
業
を
行
い
、
全
国
に
白
石
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　

加
え
て
、「
白
石
城
さ
く
ら
ま
つ

り
」「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
白
石
市
民
春
ま
つ
り
」「
白
石
夏
ま

つ
り
」「
し
ろ
い
し
蔵
王
高
原
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」「
鬼
小
十
郎
ま
つ
り
」「
農

業
祭
」
な
ど
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
盛
り

上
げ
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

●白石城開門20年、大坂夏の陣400年記念事業
　（事業費：655万３千円）

　平成28年のＮＨＫ大河ドラマが「真田丸」に決定し、多くの
方の関心が真田幸村公に向くことが期待されます。
　本市が有する歴史関連観光資源やこれまで培ってきた人の輪
を活かして、白石の名が全国に響き渡るようイベントなどを開
催し、交流人口の拡大を図ります。

　

防
災
対
策
の
充
実
は
、
平
成
26
年

度
に
策
定
し
た
「
白
石
市
地
域
防
災

計
画（
改
訂
版
）」
に
基
づ
き
、
防
災

対
策
を
推
進
し
、災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
は
、「
自
助
」
で
あ

る
災
害
へ
の
備
え
と
、「
共
助
」
で

あ
る
地
域
住
民
同
士
で
の
助
け
合
い

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
震
度
５
弱
以

上
の
地
震
が
発
生
し
た
時
に
、
安
否

確
認
を
迅
速
に
行
う
た
め
の
フ
ラ
ッ

グ
を
全
世
帯
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
を
継

続
し
、
全
戸
配
布
の
風
水
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
活
用
啓
発
に
努
め
る
ほ

か
、
宮
城
県
防
災
指
導
員
養
成
講
習

を
活
用
し
た
各
地
区
に
お
け
る
防
災

指
導
員
を
養
成
す
る
こ
と
で
、
地
域

防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
必
要
に
な
る

水
と
食
料
は
、
本
年
度
も
計
画
的
に

購
入
し
ま
す
。
併
せ
て
、
自
主
防
災

組
織
が
行
う
「
地
域
備
蓄
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
行
う「
家
庭
備
蓄
」

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
継
続
し
て
お
願

い
し
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
ま
す
。

　

蔵
王
山
の
噴
火
を
想
定
し
た
防
災

対
応
は
、
国
、
県
、
市
町
、
火
山
専

門
家
な
ど
の
防
災
対
応
を
共
同
で
検

討
す
る「
蔵
王
山
火
山
防
災
協
議
会
」

が
３
月
に
設
立
さ
れ
、
新
た
な
火
山

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
の
設
定
な
ど
が
検
討
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

本
市
と
し
て
も
本
協
議
会
に
お
け

る
検
討
を
通
じ
、
登
山
者
へ
の
注
意

喚か
ん

起き

や
市
民
の
避
難
計
画
の
策
定
を

行
う
と
と
も
に
、
火
山
灰
対
策
と
し

て
、
降
灰
袋
や
除
灰
活
動
従
事
者
の

た
め
の
ゴ
ー
グ
ル
を
購
入
し
、
市
民

や
観
光
客
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

環
境
対
策
の
推
進
は
、「
も
っ
た

い
な
い
運
動
（
し
ろ
い
し
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）」
を
掲
げ
、
市
内
一
斉

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施
、
リ
サ
イ
ク

ル
報
償
金
や
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
金
の
交
付
な
ど
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
て
、
官
民
が
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

住
環
境
の
整
備
は
、
上
水
道
事
業

と
し
て
、
旧
市
街
地
の
老
朽
配
水
管

敷
設
替
え
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
と
し
て
、
集

中
復
興
期
間
が
本
年
度
末
に
差
し
迫

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
倒
し
で
災
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産
業
の
活
力
を
生
む

新
し
い
価
値
を
創
造
し
続
け
る
ま
ち

害
復
旧
事
業
を
実
施
し
、
被
災
施
設

の
早
期
復
旧
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
原
の
湯
元
簡
易
水
道

は
、
本
年
度
末
の
本
格
給
水
開
始
を

目
指
し
、
配
水
や
ポ
ン
プ
施
設
な
ど

の
整
備
工
事
を
進
め
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
整
備
は
、
都
市
内
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る

都
市
計
画
道
路
「
白
石
沖
西
堀
線
」

の
家
屋
と
用
地
の
補
償
業
務
を
継
続

し
、一
部
区
間
の
工
事
に
着
手
し
て
、

早
期
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

加
え
て
、定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
が
運
営
す
る
白
石
雇
用
促
進
住
宅

の
払
い
下
げ
を
受
け
、
若
者
層
の
世

帯
や
子
育
て
中
の
転
入
世
帯
に
特
化

し
た
住
宅
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
公
園
の
適
切
な
管
理

と
計
画
的
な
更
新
を
行
う
た
め「
公
園

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
」を
策
定
し
、

子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
交
通
網
の
確
保
は
、
市
民
バ

ス
の
増
便
や
公
立
刈
田
綜
合
病
院
ま

で
の
延
伸
な
ど
の
必
要
な
見
直
し
を

行
い
、
引
き
続
き
便
利
で
快
適
な
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
は
、
個
人
な
ど
が
管
理
し

て
い
る
庭
園
な
ど
を
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
と
し
て
紹
介
し
、
同
意
を
得
て

公
開
す
る
と
と
も
に
、
奨
励
金
を
交

付
す
る
制
度
を
新
設
し
て
、
交
流
人

口
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

▲平成７年５月３日、本市の新たなシンボルとして開門した「白石城」▲「花と緑のまちづくり」。白石に住む人・訪れる人にとって「心安らげるまち」になるように！
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